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○ 私立受験終了。そして公立へ 

 私立一般の合否が出揃いました。三者懇談も終了し，公立の受検校が決定して，

清書済みの願書も提出されました。 

 ここまで，当初の希望通りに進んだ人もそうでない人も，悩み，考えてきた進路

がいよいよ大詰めです。あとは決めた道を進むのみ。後悔することのないよう，で

きることを精一杯していきましょう。残りの学校生活も大切に・・・ 

 

○ ｢合格者体験報告｣より 

 私立推薦入試などで，公立受検を予定している生徒より先に進路が決定した人に

報告を書いてもらいました。その中から，学校の仲間へのアドバイス･メッセージを

抜粋して記します。 
 ・ 落ち着いて自分たちの努力がむだにならないように全力でがんばってほしいです。

必ず合格してください！ 

 ・ がんばれ！！緊張するよ・・・落ち着いて！ 

 ・ 面接は本当に緊張するからがんばってね。あとテストも。あんまり気を張らないでね。 

 ・ 終わるまで勉強ばっかでめっちゃきついと思うけどがんばれ！！んで，終わったら

一緒にはじけよう！！ 

 ・ 落ち着いていれば基本的に大丈夫だと思います。面接のときも肩の力を抜けばどう

ってことないはずです。 

 ・ 緊張せず，自分を信じてやり抜けば大丈夫！！ 

 ・ 皆で合格して良い気持ちで卒業したいです。 

 ・ 面接は言葉を全て暗記するよりも，だいたいどんなことを言うか考えておく程度が

よいと思います。みんなのアドバイスで自分もここまでこれました。 

 ・ とにかく焦らず落ち着いて，とりあえず深呼吸をすると落ち着きます。(自分の場合、)

テストは時間が短かった。分からない問題はとばして分かるものから解く。面接の答

えは焦らない方が良い。考えていなかった質問をされても，考えてから大きい声で答

えよう。答えは文を丸暗記ではなく，部分ごとに覚えていた方が本番スッと出てくる。 

 ・ アドバイスをくれたり，相談に乗ってくれたり，色々とありがとうございました。

先に経験したので，みんなにアドバイス・相談ができればいいなと思っています。こ

れからは私がみんなを応援します。 
 

◎ 奨学生募集のお知らせ 

 『アフラック小児がん経験者･がん遺児奨学制度』の奨学生募集がきています。「小

児がん」を発症した小児がん経験者または，「がん」により主たる生計維持者を

亡くした遺児が対象です。詳細が知りたい生徒･保護者の方は担当の村瀬まで申

し出てください。 
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● シリーズ「私の進路選択」⑨ 

 第９弾は，芯があって流行にも強い･･･クールビューティー幸島沙織先生です。 

 

今の私があるのは”One coke, please.”のおかげです。 

小学 4 年生のときに，家族でオーストラリア旅行に行きました。これが私の海外

デビューでした。当時は英語なんて習ったことがなかったから，何も知らないまま、

ただ両親について行くだけでした。そんな私が初めて喋った英語は、”One coke, please.”。

この一言が，その後の私の人生に大きく影響しました。つたない英語で言った「コ

ーラを１つください。」が，現地の店員さんに通じたときの喜びったら。それはもう、

ものすごく嬉しかったことを，今でも鮮明に覚えています。これがきっかけで，英

語という言語に興味を持つようになりました。 

旅行から帰った後、母親に「英語を習いたい！」とお願いをし、しばらく通うこ

とになりました。とっても難しかったけど、勉強していくうちにだんだんと英語が

好きになっていきました。中学校に入学してからも，「英語が好き」という気持ちは

変わりませんでした。だから当然、英語に力を入れている高校に行きたいなぁとは

思っていたけれども、なかなか自分で進路を選択することができませんでした。（私、

とっても引っ込み思案で，自分というものを持っていなかったんです。） 

そんな私ですが、海外に住みたい！という夢を持っていました。３年生になって

進路のことでうじうじ悩んでいたとき，当時の担任の先生が、「あなたなら絶対にで

きるよ。大丈夫。」と言って背中を押してくれました。先生のあの一言があったから、

一歩を踏み出すことができました。高校、大学に進学してからは，今までの自分と

はまるで違う、新しい自分になれたような気がします。きっといろんな人との出会

いがあり、そして留学を経験して，「自分」というものを持てるようになったのだと

思います。それからは，やりたいと思ったことにはチャレンジをしてきました。だ

って，後になって後悔したくはなかったから。 

そういうわけで、中学生の時に抱いていた、海外に住む！という夢を叶えるため

に，カナダへひとり旅立つこともできました。苦しいこと、辛いこと、諦めかけた

こともたくさんありました。だけど、人生は一度きりです。やりたいことがあるの

にやらないのはもったいない！たとえ失敗したとしても，やらないで後悔するより

は絶対にいいと思いませんか？ 

まだ自分のやりたいことが決まっていない人、将来の夢がない人、焦る必要はな

いと思います。必ず何かに興味を持つ「きっかけ」にどこかで出会えるはずです。

その「きっかけ」を見逃さずに手に入れてください。後々、それがあなたの人生に

とって大きな財産になると思います。”You’re not alone. We’re by your side.” 頑張れ、

みんな！ 


